
一般質問通告事項一覧表
令和５年 第１回 倶知安町議会定例会

番号 氏 名 質 問 件 名 質 問 の 要 旨
答 弁 を

求める者
メ モ

1 古谷 眞司 令和５年度に向けて 町政執行方針、教育行政執行方針がそれぞれ町長、教育長により示され

ました。

以下を町長に伺う。

①保育所での待機児童が発生している中、マンパワーも必要ですが、くっ

ちゃん保育所ぬくぬくのキャパに問題はありませんか。

また、ファミリーサポートシステムは必要ありませんか。

②新幹線開業に向けて都市施設の基本設計及び新駅西口広場の測量と基本

設計を進めることになっています。事業規模が昨年３月修正版財政シミ

ュレーションでは 37 億円、本年１月時点で 59 億円と約 1.6 倍と膨らん

でいます。

また、現状の物価上昇等の影響は今後も増加すると考えられる。増加分

は町民生活に身近な施設や道路などに影響されてきます。新幹線関連事

業の限度額を早急に設定する必要があると考える。大事業の最大限度額

を設定することで他の事業の組み立ても見えてくると考えるが見解を伺

う。

③前回も質問していますが改めて、跨線橋撤去工事に伴い町道北３条西通

りから公園通りの影響と旭ケ丘公園周辺環境の影響と解決策を伺いま

す。

また、JRTT での住民説明資料ではシェルター部で約 20ｍ以上の高さがあ

るようです。駅より西側の羊蹄山の景観を重要視していますが、東側住

民の景観に大きく影響すると考えるが見解を伺います。

④郊外型じゃがりん号実証運行業務委託料を計上している。しかしながら

来年度は１台での運行として減額されている。

次頁へ続く

町 長

教育長



番号 氏 名 質 問 件 名 質 問 の 要 旨
答 弁 を

求める者
メ モ

(1) (古谷 眞司)

前頁より

昨今のタクシー不足の解決の一つとして大きな役割を果たすことを期待

したい。しかしながら、利用の不便さを感じると利用者は離れます。

また、移住定住において郊外に住宅地を求めていくようにもなります。

あらゆる多方面からの有効性を検討し、利便性の高い公共交通機関とす

べきと考えるが見解を伺う。

以下を教育長に伺う。

①学校教育の充実において、小学校低学年のクラス教師２人制を導入し、

児童の成長に寄添い、一人も取り残さない教育環境が必要と考える。

まずは１年生からだけでも実現できればと考えるが見解を伺う。

②持続可能な生きがいづくりの活動拠点は公民館と考えます。町民が一番

訪れる場所であるとも思います。

令和５年度から「社会教育施設個別施設計画」に沿って整備を進めると

ある。公民館の整備の計画について伺う。機器設備の最低限の改修は本

年度予算に計上されている。

しかし、施設全体の改修も早急に必要であり、ユニバーサル化も待てま

せん。プール、絵本館と共に進める必要があると考えるが見解を伺う。

③生涯にわたるスポーツ振興において、指導者育成や人材バンク等のシス

テムが必須であると考える。その実現のためにスポーツ協会の法人化に

より組織力の強化をはかることだと考えるが見解を伺う。

2 門田 淳 『決断・実行する』

政治の実現へ

町政執行方針では、これまでの文字町長の『聴く・伝える・対話する』政

治姿勢に加え、『決断・実行する』政治を実現させますとありますが、そこ

で次の点について町長に伺います。

１．暮らしに身近な政策を立て、どのように決断・実行していくのか。

次頁へ続く

町 長



番号 氏 名 質 問 件 名 質 問 の 要 旨
答 弁 を

求める者
メ モ

(2) (門田 淳)

前頁より

２．コロナ支援から光熱費や物価高への対策を。

３．妊娠期から安心して子育てができるよう、それぞれの成長にあわせた

相談機能の充実、切れ目のない支援体制の充実、教育支援へ予算を今後

も計画的に増額をすべきでは。

４．損傷した町道整備への修繕工事費の増額をすべきでは。

3 鈴木 保昭 高齢者や障がい者に

優しい町に

１．デマンドバスを導入し、できるだけ好きな時間に家の前から乗車でき

る体制をつくり、バスは無料とし、町を歩きやすく一日中楽しめる環境

を。

２．観光客との混在の中で、町民と観光客との対話による親切な優しい町

を。

３．高齢者や障がい者が幸せに暮らせるために、求めやすい住民サービス

の提供や気軽に外出できる環境づくりを。

町 長

4 〃 高齢者や障がい者の

本当に必要なコト

１．みんなが健康で元気に夢・生きがいをもてる、幸せを感じられるまち

づくりを重要な地域課題として取り組む。

２．憩いの温泉がない、ハイヤーチケットが使えない現実。

３．間口の除雪、バリアフリーなどまったくない。

町 長

5 〃 子育て・教育の大切

さ（保育行政）

〇幼稚園・保育所の将来像を見据え、それぞれの機能を強化し、本当に必

要な乳幼児教育を町民の意思の中で築き、未来に誇れる子どもたちの教

育拠点を考えるべきである。

〇待機乳幼児の解消は子育て支援センターを活用した相談窓口を開設し

て、働く親の現状に合わせ、延長保育・土日保育の実施、学童保育の強

化について伺う。

次頁へ続く

町 長

教育長



番号 氏 名 質 問 件 名 質 問 の 要 旨
答 弁 を

求める者
メ モ

(5) （鈴木 保昭）

前頁より

〇親が病気の際にも預けられる、一時保育の場を強化すべき。

〇教育委員会の機能を学校教育に特化し、役割と権限の強化について（社

会教育とのすみわけ）

〇本を読める環境・学習できる環境の整備を進めるべき。（図書館の建設）

〇大学と産官学との連携を図り、地域イメージ活用による大学施設の誘致

を推進すべき。

〇臨時会で発表された待機児童 25人については「潜在的待機児童」は含ま
れないのか。

〇2020年度までは、北海道により毎年 10月に調査も行われている。18～
20年については各 10月も待機児童がゼロ、年度途中から入所希望者の
増加で待機児童が生じる可能性があったとしても、今年２月の 25人は多
い。

〇今年２月の 25人の待機児童が生じた理由は。
〇ぬくぬくの運営規則の定員数と現状の職員数。

〇保育所（幼稚園）給食の無料化。

6 〃 子どもを産みやすい

環境

〇倶知安厚生病院の産婦人科と小児科を強化し、都市と地方の医療格差を

解消。

〇行政と病院がしっかりと連携・協力して子どもの産める倶知安厚生病院

に。

〇妊娠診断費用の無料化を実施し、助産師、小児科に精通した保健師、看

護師による相談窓口の開設を行う。

〇新しい産婦人科への補助、厚生病院と同様の助成はないかを伺う。

町 長

7 〃 もうかる産業へ発想

の転換を

〇観光農園・観光産直市場、産直飲食店などの複合型農業の展開（倶知安

地方卸売市場の強みを生かし、市場の市）

〇商人を主役として観光とリンクさせて、イベント事業の継続的な実施に

次頁へ続く

町 長



番号 氏 名 質 問 件 名 質 問 の 要 旨
答 弁 を

求める者
メ モ

(7) （鈴木 保昭）

前頁より

よる商店街活性化を推進。（夜市）

〇商業後継者を育て恒久的・継続的ににぎわう集約的商店街の形成につい

て。

〇新しい仕事をどうやって創る？頑張ることのできる起業家制度の創設に

ついて伺う。（新規起業家への支援）

〇町内在住者や観光でこの町を訪れる人が、この町を好きになり町内で起

業することを応援支援する制度。（商業後継者・起業家の研修を応援する

研修生応援制度の設立）

8 〃 観光資源の高度利用 〇観光資源の高度利用、国際都市として自然との共生、安定した雇用の確

保に取り組み、まず最大の資源である観光を誇りをもって稼げる仕事に

変え、また、国際的な人をつくり、機会をつくり、つながりをつくるこ

とで倶知安町ならではの働く場所・住む場所をつくることを重要な地域

問題としての取り組みを伺う。

町 長

9 〃 基幹産業としての観

光の発展に全力

〇観光の経済波及効果が、真に町民全体の利益につながる観光行政となる

よう議論を深めるとともに、周辺町村との連携強化を一層推進し、ます

ます増加が予想される外国からのお客さまに更に高い評価を得られる優

れた観光地。

〇国際化したニセコ東急グラン・ヒラフ、花園リゾートを中心に、豊かな

自然環境をオールシーズン生かしながら隣接するニセコ町との連携の中

で多様な観光地域、優れた観光資源を有する観光。（安定した雇用を確保

するため若年層の格安な住環境の整備、協会との連携の強化）

町 長

10 〃 行政改革・働き方改

革に果敢な取り組み

について

〇やる気ある職員の登用、事務事業の見直し、民間活力の導入など具体的

次頁へ続く

町 長



番号 氏 名 質 問 件 名 質 問 の 要 旨
答 弁 を

求める者
メ モ

(10) （鈴木 保昭）

前頁より

な取り組み。（町民の目線に立った「町民のための役場機能」を目標とす

る）

〇公務員の仕事は減点主義であるため、自信を失うことが多い。できて当

たり前、できないと責任を問われる仕事です。では自信を得るためには

どうすればよいか。勉強をし、資格取得、勉強の努力が実を結ぶことで

自分自身が評価されるよう努めるべきである。

11 〃 学校教育の充実 〇最高の教育環境をつくるために、倶知安町の特性を活かした英語教育等

の独自カリキュラムを強化すべき。

〇小中学校の給食費の無料化。

教育長

12 佐藤 英俊 東陵体育館プレオー

プンについて
過日の予算審査特別委員会での質疑も踏まえ、以下の質問を教育長にお

伺いします。

１．町内の少年団、サークルなどへのプレオープン案内を実施した月日。

２．案内実施対象先の件数。

３．利用された少年団、サークルなどの件数。

４．延べ利用人数。

教育長

13 〃 旭ケ丘スキー場運営

とスキーの歴史学習

について

明治 45 年、日本に本格的なスキー技術を伝えた、オーストリア軍人レル

ヒ中佐は、現在の旭ケ丘スキー場近く、通称 小黒の山でスキー技術を披

露しています。

旭ケ丘スキー場、リフト山頂の右手には、昭和 42 年 12 月 10 日に除幕式

が行われた、レルヒ中佐記念碑があります。

スノーシーズンには町内外から多くの方々がリフトを利用しています

が、積雪により、この記念碑を見ることができません。

次頁へ続く

教育長



番号 氏 名 質 問 件 名 質 問 の 要 旨
答 弁 を

求める者
メ モ

(13) (佐藤 英俊)

前頁より

雪ん子館内に、レルヒ中佐がスキー技術の披露内容と夏の期間には、記

念碑を山頂でみることができる、案内(パネル)などを掲示されてはと思う

のですが如何でしょうか。

また、小中学校においての「レルヒ中佐」に関する歴史学習の有無は行

われているのでしょうか。

スキーリフト概要看板は大切な「商売道具」と思います。官が管理運営

するスキー場とはいえ、民間スキー場の良いと思える点は積極的に取り入

れるべきと考えますが、教育長のお考えをお聞かせください。

14 〃 コスト管理意識を常

に意識させる
昨年９月定例会での質問の一つとして、社会教育施設個別施設計画策定

業務委託を取り上げています。

詳しい答弁を教育長からいただきました。質問の中に仮に町営プールを

除外して委託業務を実施した場合の委託料に変更について担当者から日を

経て回答をいただきました。

５万円程度は下がった、との回答です。策定委託業務が 486 万 6,000 円

の委託料でしたが、５万円程度のコスト減は体勢に影響はないと考えるの

か、率直な考えをお聞かせください。

教育長

15 〃 観光地と国際リゾー

トについて

定例開会日の６日、町政執行方針の中で重点政策の２番に「国際リゾー

ト」にふさわしいまちづくりを挙げています。

観光地くっちゃんにふさわしいまちづくりと国際リゾートにふさわしい

まちづくり、この違いについて町長はどのような考えをもたれているので

しょうか。

町長自身の率直な考え、持論などがあればお聞かせください。

町 長

16 小川 不朽 町民に愛される旭ケ

丘総合公園の再構築

を

旭ケ丘総合公園は 1982 年に基本構想が策定され、それを基に現在の公園

次頁へ続く

町 長



番号 氏 名 質 問 件 名 質 問 の 要 旨
答 弁 を

求める者
メ モ

(16) (小川 不朽)

前頁より

として活用されてきているが、時代の変化とともに町民からのニーズ変化

や環境の変化により、基本構想の見直しが必要として 2022 年７月に庁内に

『旭ケ丘総合公園のあり方検討会』が設けられた。

本検討会の検討状況について伺う。

17 笠原 啓仁 『どうする、どうな

る、この問題(課題)』
町民の期待に応える

方針を

今回が私の今期最後の一般質問となります。私はこの４年間で 78 件の

一般質問を行いました。そのうち、以下の未解決問題(課題)に対しては、

多くの町民が「どうする、どうなる、この問題」という思いで注視してい

ます。

私が再びこの場に戻って来て質問できるかどうかわかりませんので、改

めて以下の点について町長・教育長の答弁を確認しておきたいと思いま

す。町民の期待に応えるような一歩進んだ答弁を求めます。

①『後志広域連合』いつまでつづけるのですか（町長）

②『旧東陵中校舎』いつ解体するのですか（町長）

③『高齢者向け住宅』町長の任期中に建設を（町長）

④『郊外デマンドバス』利便性が良い形で本格運行を（町長）

⑤『発達支援センター』建て替えに向けた本格協議を（町長）

⑥『公契約条例』制定で「公正労働の確保」を（町長）

⑦『小学校適正配置』そろそろ実施計画を作りませんか（教育長）

町 長

教育長

18 〃 『冬場のタクシー不

足』解消は喫緊の行

政課題です

外国人観光客でスキー場地区がコロナ前の賑わいを取り戻しつつありま

す。とても喜ばしいことです。

一方、その影響で町場のタクシー不足問題が深刻さを増しています。と

くに冬場のタクシー不足は、高齢者にとって命に関わる問題となっていま

す。

次頁へ続く

町 長



番号 氏 名 質 問 件 名 質 問 の 要 旨
答 弁 を

求める者
メ モ

(18) (笠原 啓仁)

前頁より

観光協会への補助金を見てもわかる通り、観光客の利便性を図るための

諸事業に町は惜しみなくお金をつぎ込んでいます。そのことに異論はあり

ません。しかし、観光客の増加と利便性向上の影響で町民生活が不便にな

るのでは、観光振興の意味がありません。

タクシー不足解消は喫緊の行政課題です。運輸局も本町の異常な状態を

気にしているようです。

観光振興に注いでいる力と同等程度の力を、タクシー不足解消にも注い

でください。

19 〃 『町道・岩尾別南３

線』速度制限と環境

整備が必要です

ひらふ地区や街中と花園地区を結ぶ町道・岩尾別南３線は、多くの観光

客や周辺の宿泊施設などで働く人たちが利用しています。

この町道には速度表示板などの交通標識がありません。そのため、かな

りの速度で車が行き交っています。周辺に住む方々からは、「あわやとい

う場面に遭遇した」との話も聞かれます。

また、走行中の車から空き缶やペットボトル、コンビニのごみなどが道

路脇にポイ捨てされることも多く、地域住民の方々が散乱したそれらのご

みをボランティアで片づけているとのことです。

そこで、以下の点についてお尋ねします。

①速度制限の設定について

町道といえども、速度制限の設定を町が勝手に行うことはできません。

設定者は北海道公安委員会です。町として現地の実態把握をしっかりと行

い、同委員会に速度制限の設定を強く求めるべきと思います。いかがでし

ょうか。

②環境整備について

多くの観光客が利用する町道です。宿泊税を財源に、ごみ収集や草刈り

など、周辺の環境整備に向けた取り組みを検討できないでしょうか。

町 長



番号 氏 名 質 問 件 名 質 問 の 要 旨
答 弁 を

求める者
メ モ

20 〃 ｢小学校での『体罰・

暴言問題』｣ 教育長

はどう総括していま

すか

小学校での「体罰・暴言問題」に関し教育長は、今定例議会初日の教育

行政報告でつぎのように述べました。「保護者様の理解と納得を得るには、

より詳細な説明が必要でありますことから、この後は、面会による説明に

ついても相手方の意向に合わせながら行っていく」

一方、３月３日付けで議長宛に保護者から「要望書」が速達で届きまし

た（私個人宛にも同じ文書が速達で届いています）。

その「要望書」で保護者は「教育長の脅しまがいの電話対応や、町教委

とはまるで話が通じず、決して早期解決には至っておりません」と訴えて

います。両者の溝はまだまだ埋らないような気がします。そこで、以下の

点についてお尋ねします。

①町教委が考える「結論」について

町教委は、道教委の２回目の「回答」を今回の問題に対する町教委とし

ての「結論」と考えているのでしょうか。

②町教委が考える「解決」について

どのような状態になれば町教委は「解決」と判断するのでしょうか。

「結論」を保護者に伝えることが「解決」ではないと思います。

町教委が考える「解決」についてご説明ください。

③教育長としての総括について

「体罰・暴言問題」発生から４年近くが経過しています。保護者とのやり

とりをはじめ解決が長引いている原因など、教育長自身は今回の問題をど

う総括していますか。

教育長

21 原田 芳男 学校給食費の無料化

の実現を
新型コロナウイルス感染症の流行やウクライナへのロシアの侵略、円安

で燃油や電気、物価の高騰で暮らしは厳しくなっています。

このことから、子育て支援、暮らし応援の観点から北海道でも小中学校

の給食費の無料化が進められ、現在は 37 自治体まで広がり、北海道の自治

次頁へ続く

町 長

教育長



番号 氏 名 質 問 件 名 質 問 の 要 旨
答 弁 を

求める者
メ モ

(21) (原田 芳男)
前頁より

体の 179 市町村の２割を超えている。

子育て支援としても少子化対策としても学校給食費の無料化が求められ

る。100％の無料化には新年度予算で見るならば 6,900 万円で実現できるこ

とになる。

観光協会への予算が昨年と比べて 1.5 倍に増額されたことなどを考える

と子育て支援も倶知安町にとって大事な施策である。暮らし応援の町政を

求める。

また、無料化を実施した場合、次の点も明らかにされたい。

１．現在、第３子以降が無料になっているが人数と金額は。

２．第２子以降を無料にした場合の人数と金額は。

３．それぞれ予算に占める割合は。

22 〃 子どもの医療費を 18
歳まで無料に

本町では子どもの医療費は、中学校まで初診時一部負担金を除いて無料

となっています。

これを 18歳まで広げると 500万円の増額で実現できると思われます。
（予算要望書への回答から）

北海道の自治体 179のうち 89の自治体が 18歳までの医療費への助成をし
ています。

我が町でも子育て支援、暮らしの応援の観点から 18歳まで医療費の無料
化の実現を求めます。

町 長

23 〃 町営の温泉施設の実

現を

多くの町民からニセコ町や蘭越町、京極町、真狩村など近隣の町村に温

浴施設があるのに倶知安町にはない。

倶知安町にも気軽にくつろげる町営の温泉が欲しいと声が寄せられてい

ます。町民の切実な願いです。町営温泉の実現を強く求めます。

町 長



番号 氏 名 質 問 件 名 質 問 の 要 旨
答 弁 を

求める者
メ モ

24 原田 芳男 呼んでも来ないハイ

ヤーの対策として、

じゃがりん号の充実

を

現在、ハイヤーは電話で手配してもなかなか配車されない状況にありま

す。「特に車を持たない」高齢者や障がいのある方が困っている状況です。

病院やスーパーへ行こうと思ってもハイヤーが来ない。せっかくのハイ

ヤー券が使えないと困惑しています。

この状況の改善は高齢者ばかりでなく全町民が困っています。会食の後、

帰ろうと思ってもハイヤーが来ないので出かけるのを控えたり、ショッピ

ングも楽しめないことになります。地域経済にとっても由々しき事態です。

町としても、じゃがりん号の増路線、増便、増車や最終便の時間を遅ら

せる、停留所を増やすなど対策が必要です。

また、ナイト号についても最終便を 24時とすることも必要と感じます。
町民の利便性が高まる有効な取り組みを求めます。

町 長

25 坂井 美穂 誰も取り残さない社

会へ

真のユニバーサル社

会を目指して

誰もが安心して暮らせ、生き生きと活躍のできる真の｢ユニバーサル社会

（共生社会）｣を目指して以下を伺う。

１．来年度予算に総合体育館トイレ等改修工事実施設計業務委託が計上さ

れている。誰もが使いやすいようバリアフリー化にするものとされるが、

外部から建物に入るまでは完全なバリアフリーになっているのか。

２．福祉の拠点でもあり、災害時の避難所にもなる保健福祉会館の入り口

にある段差昇降機は係員を呼び出して操作してもらうものである。

係員に頼らず操作できるものであれば、緊急時の外部へ避難も含めもっ

と利用しやすくなるのではと思われるが、これまで検討されたことはあ

るか。

３．ロービジョンの方へどのような配慮や対応をしているか。

４．行政サービスにおける多言語はどのように対応しているか。

町 長



番号 氏 名 質 問 件 名 質 問 の 要 旨
答 弁 を

求める者
メ モ

26 坂井 美穂 コロナ対策

新たな局面へ

政府は新型コロナウイルス感染症の感染法上の位置付けを見直し、３年

に及ぶ対策が新たな局面を迎えることになる。

今後、当町としてコロナとどう向き合っていくのか、私たちはどのよう

に対応していくべきなのかを伺う。

町 長

27 冨田 竜海 人工知能の導入によ

る業務改善について、

理事者の見解を問う

ここ数カ月、急激に進んでいる人工知能の技術革新が行政運営や教育現

場でも業務の効率化を可能にすると期待されています。

具体的には、人工知能の導入によって、職員向けのデータベースの構築

やタスク管理支援、資料の自動分類や電子書類の自動読み取り、オンライ

ン申請システムの構築、翻訳サポート、データの自動分析、顔認証システ

ムの導入、自動集計システムの構築など幅広く活用が可能です。

しかし、人工知能を導入し正しく活用するためには、具体的な業務改善

と生じる問題に対する対策を十分に検討する必要があります。

初期費用やランニングコスト、職員の教育・トレーニングなどの問題が

生じることも予想されます。

そのため、町長・教育長に対して、技術革新に関する情報収集とその可

能性、行政運営や教育現場における活用法をついて十分に検討し、住民サ

ービスの向上とコスト削減を図り、喫緊の課題である人手不足解消を目指

した中長期的な計画を策定することを求めます。

今回の質問の目的は、人工知能の導入によって改善される業務や、その

改善に伴って生じる問題について、理事者が具体的な答えを示すことで、

行政サービスの改善に向けた中長期的な計画策定につなげることです。

本町が人工知能を導入し正しく活用した場合、どのような具体的な業務

が改善されると考えられるか、そして、生じる問題についてはどのような

対策が必要かお聞かせください。

町 長

教育長

28 〃
コロナ融資による事

業者支援に関する現

状と今後の見通しに

ついて

コロナ融資から３年が経過し、既に返済を開始している。事業者や今後

返済が始まる事業者は、長引くコロナ禍と現在の経済状況から返済が難し

次頁へ続く

町 長



番号 氏 名 質 問 件 名 質 問 の 要 旨
答 弁 を

求める者
メ モ

(28) (冨田 竜海)

前頁より

い状況に直面している。

信用保証協会の「代位弁済」件数の増加が報告されており、本町でも同

様の状況にある。

このような事業者に対して、本町において事業再構築補助金や持続化補

助金などの自己負担分の一部助成事業など実施されてきたが、予算額や申

請ハードル、採択率の問題があり、支援を受けられる事業者は少ない。

そこで、以下の質問を町長に問う。

①コロナ融資を受けた事業者数の把握はしていますか。

②コロナ融資返済開始後の倒産件数について、どの程度見込んでいますか。

③一時的な給付金やクーポン券配布ではなく、抜本的なビジネスモデルの

再構築が必要な事業者に対して、どのような支援策が考えられますか。

④本町の成長戦略の重要な柱である観光関連産業の倒産ラッシュが起きた

場合、その影響は広い分野に波及すると予想されますが、どのような対

策が考えられますか。

⑤感染拡大後以降行ってきた支援内容について反省点はありますか。

⑥将来的に同様の災害が発生した場合に備えて、今回の支援について反省

点はありますか。

29 波方 真如 安心して子育て子育

ちができるまちにす

る

１．合計特殊出生率の推移は。

２．人口減少、少子化についての町長の考えは。

３．学校給食費の無償化を実施しませんか。

①給食費の無償化について、町の予算をどの程度充てることが必要にな

ると考えられますか。

②無償化に必要な予算は、どのような費用項目から充てることが可能で

すか。

４．「奇跡の町」の奈義モデルを参考にして子育て応援しませんか。

町 長



番号 氏 名 質 問 件 名 質 問 の 要 旨
答 弁 を

求める者
メ モ

30 波方 真如 飲食店街における違

法駐車対策を

１．町内の飲食店街での違法駐車対策についてどのような取り組みを行っ

ていますか。

２．違法駐車を防止するために、どのような措置を講じることができると

考えていますか。

３．地域住民や飲食店からの苦情が多い場合、どのような対応をする予定

ですか。

４．町民に対して駐車違反の危険性を啓発する取り組みについて、どのよ

うな考えをお持ちですか。

５．違法駐車対策において、町民や飲食店などの関係者の協力が必要とな

りますが、町内の住民や関係者との連携はどのように進めていますか。

６．この町のタクシー不足の問題も関係していると考えるが、対策はどの

ように考えていますか。

７．なかとんべつライドシェアのようなライドシェアの取り組みはできま

せんか。

町 長

31 森 禎樹 町内交通政策につい

て

以前より、町内全域を網羅する「地域公共交通網形成計画」の策定を急

ぐべきと述べてきた。ニセコひらふエリアのような本町の特殊な事情を鑑

みると、町内全域での計画策定には時間を要することは一定程度の理解は

できる。

しかし、町内を循環する「じゃがりん号」と郊外地域デマンドバス「じ

ゃがたく」については、先行して整備していくべきと考えるが見解を伺う。

（１）じゃがりん号について

①令和４年度における改善点は

②現状での課題、利用者の意見

（２）じゃがたくについて

①実証運行をもっと拡大できないのか

②現状での課題、利用者の意見

③本運行の見通し

（３）じゃがりん号とじゃがたくの効果的な運用方法の検討

町 長



番号 氏 名 質 問 件 名 質 問 の 要 旨
答 弁 を

求める者
メ モ

32 作井 繁樹 人財育成 町長選挙の公約では「人を育てる 人財豊かなまち」を掲げ、執行方針

の基本姿勢でも「何よりも人を育てること、人財を確保することがまちづ

くりの基礎」と謳っているが、ごもっとも、全くもってその通り、私も同

感である。が、具体のイメージは人それぞれ、町長がイメージするそれを、

より具体的に示していただきたい。そこで３点に絞り伺う。

１．人財育成への想い

執行方針の基本姿勢に「何よりも人を育てること、人財を確保すること

がまちづくりの基礎」と謳うこととした経緯と町長の想いを伺う。

２．地域の子ども・子育て子育ち支援の充実

執行方針重点施策の１番が「地域の子ども・子育て子育ち支援の充実」

である。くっちゃん子をみんなで育てる風土を育む、その施策推進の柱

がくっちゃん子をみんなで育てる条例、その制定により切れ目のない支

援体制を整備し、子育て子育ち支援を実施するとしているが、町長の想

いをより具体的に示していただきたい。

３．町職員の人材育成

執行方針では「町職員の人材育成」について、「業務遂行能力の向上を図

るとともに、特に伝える技術の向上及びメンタル不調の防止について積

極的に取り組む」としているが、町長の想いをより具体的に示していた

だきたい。

町 長

33 〃 不登校支援事業 「英語」と「スキー」が本町教委施策のツートップであり、そこに昨年度

から新たに「コミュニティ・スクール」が加わった。

町行政に参画する端くれとして、本当に誇りに思っている。が、昨年、

更に誇れる施策に気付いた、それが不登校児童生徒への支援である。

昨年度の試行的な取組みを、新年度は正規の事業「不登校支援事業」と

次頁へ続く

教育長
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答 弁 を

求める者
メ モ

(33) (作井 繁樹)

前頁より

して実施するとしている。

昨年度の実績、試行から正規とはどのように深化させ、そのことでどの

ような成果に繋げようとしているのか、教育長の想いをより具体的にお示

しいただきたい。

34 木村 聖子 地域力の底上げと女

性活躍

第６次俱知安町総合計画のテーマ≪いつまでも住み続けたい町くっちゃ

ん≫が町の将来像にあり、令和５年度の町政執行方針の重点施策には「地

域の子ども・子育て子育ち支援の充実」を掲げ、さらなる保育環境等の整

備を前進させているところです。

地域力・住民力の底上げには多様な人材の活躍が欠かせませんが、議会

を例にすると倶知安町議会の女性議員の比率は 16 名中２名で 12.5％であ

り、全道平均 13.8％、全国平均 15.4％と比較しても若干低めとなり、クリ

ティカル・マス（決定的多数）には遠い人数、この状況は周辺環境が整備

されていないことが一因と考えます。

そこで、社会に浸透させていくためにも行政として積極的に取り組む必

要があると考えますが町長の見解を伺います。

（１）女性役職の比率（あるいは数）

①現在の管理職、係長

②目標値

（２）ファミリーサポート制度の早期実現可能性

①町内の一時預かり制度の状況

②連携できる団体・企業の発掘

（３）環境整備について

①働き方改革（量的負荷の軽減、男性職員の育休取得率など）

②ハラスメント防止

町 長


